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四
月
二
三
日
に
、
平
成
二
六

年
度
四
国
森
林
管
理
局
事
業
概

要
に
つ
い
て
記
者
発
表
を
行
い

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
は
、
一
般
会

計
の
下
で
の
事
業
運
営
に
あ

た
っ
て
、
公
益
重
視
の
管
理
経

営
の
一
層
の
推
進
及
び
我
が
国

の
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
貢
献

を
旨
と
し
て
、
民
有
林
と
の
連

携
に
積
極
的
に
取
り
組
み
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
実
行
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
度
は
、
昨
年

一
二
月
に
策
定
さ
れ
た
新
た
な

「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関

平
成
二
六
年
度 

四
国
森
林
管
理
局
事
業
概
要

〈
企
画
調
整
課
〉

す
る
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、

国
産
材
の
安
定
的
・
効
率
的
な

供
給
体
制
の
構
築
へ
の
貢
献

や
、
森
林
吸
収
源
対
策
へ
の
率

先
し
た
取
組
な
ど
が
記
載
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
有
林
の

組
織
、
技
術
力
、
資
源
を
活
か

し
て
、
造
林
・
間
伐
等
の
コ
ス

ト
削
減
や
路
網
整
備
、
木
材

安
定
供
給
を
は
じ
め
地
域
の

森
林
・
林
業
の
課
題
解
決
の

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
引
き

続
き
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
く

よ
う
、
林
野
庁
と
一
体
と
な
っ

て
そ
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
三
つ
の

柱
に
沿
っ
て
事
業
展
開
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一� 

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の

一
層
の
推
進

�　

国
土
の
保
全
、
地
球
温
暖
化

防
止
及
び
生
物
多
様
性
の
保
全

等
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を

旨
と
し
て
、
森
林
整
備
事
業
や

治
山
事
業
の
計
画
的
か
つ
効
率

的
な
実
施
、
保
護
林
制
度
に
よ

る
原
生
的
な
森
林
生
態
系
の
保

全
・
管
理
な
ど
、
国
有
林
を
公

益
林
と
し
て
適
切
に
管
理
経
営

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
取
組
例
）

①�　

計
画
的
な
森
林
整
備
の
推

進

　

�　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

め
、
人
工
林
に
つ
い
て
将
来

的
に
均
衡
が
と
れ
た
齢
級
構

成
と
な
る
こ
と
に
も
配
慮

し
、
多
様
で
健
全
な
森
林
へ

の
誘
導
を
促
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

�　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
間

伐
の
実
施
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
伐
期
に
達
し
た
人
工

林
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
森

林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
の

継
続
的
な
確
保
等
を
念
頭

に
、
主
伐
及
び
主
伐
後
の
造

林
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

�　

そ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら

は
具
体
的
な
主
伐
候
補
箇
所

の
選
定
等
に
着
手
し
て
、
平

成
二
七
年
度
以
降
の
森
林
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

②　

治
山
事
業
の
推
進

　
�　

国
有
林
と
民
有
林
が
隣
接

す
る
流
域
に
お
い
て
、
国
と

県
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
重

点
的
・
総
合
的
な
治
山
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
各
県
と
連
携
し
て
、

民
有
林
と
国
有
林
相
互
の
事

業
調
整
を
図
り
な
が
ら
治

山
施
設
の
設
置
、
森
林
整
備

を
推
進
す
る
「
特
定
流
域
総

合
治
山
対
策
」
を
実
施
し

ま
す
。

国
有
林
内
の
谷
止
工
施
工
状
況
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�　

ま
た
、
民
有
林
に
つ
い
て

も
、
平
成
二
三
年
台
風
六
号

の
豪
雨
被
災
地
区
や
土
石
流

対
策
等
の
必
要
が
生
じ
て
い

る
地
区
等
に
お
い
て
、
国
に

よ
る
治
山
対
策
を
実
施
し
ま

す
。

　

�　

こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

効
果
的
・
効
率
的
な
国
土
保

全
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
「
緑
の
国
土
強
靱
化
」

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

③�　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
の

推
進

　

�　

四
国
の
東
部
・
西
南
部
を

中
心
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
農
林
業
・
自
然
植
生
へ

の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。

　

�　

こ
の
た
め
、
四
国
森
林
管

理
局
で
は
、
国
有
林
内
で

の
捕
獲
に
努
め
る
と
と
も

に
森
林
地
域
で
捕
獲
効
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
技

術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

�　

わ
な
に
よ
る
捕
獲
に
つ
い

て
は
、
設
置
箇
所
を
拡
大
し
、

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
捕
獲

効
率
の
向
上
、
捕
獲
数
の
増

大
を
目
指
し
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
高
知
県
や
登
山
団

体
等
一
〇
機
関
・
団
体
と
連

携
し
た
三
嶺
で
の
連
携
捕
獲

の
実
施
、
効
果
的
な
捕
獲
に

繋
が
る
技
術
開
発
成
果
の
共

有
等
を
目
的
と
し
た
検
討
会

の
開
催
、
シ
カ
対
策
に
係
る

協
定
の
締
結
等
に
よ
る
地
域

で
の
協
力
体
制
の
構
築
な
ど
、

民
国
が
連
携
し
た
被
害
対
策

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向

け
た
取
組

　

�　

野
生
動
物
の
移
動
経
路
や

生
育
・
生
息
地
を
確
保
し
、

貴
重
な
森
林
生
態
系
を
維
持

し
て
生
物
多
様
性
を
保
全
す

る
た
め
、
平
成
一
五
年
三
月

に
設
定
し
た
「
四
国
山
地
緑

の
回
廊
」
（
石
鎚
山
地
区
・

剣
山
地
区　

一
八
千
ha
）
を

対
象
と
し
て
、
野
生
生
物
の

移
動
実
態
等
の
把
握
を
目
的

と
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力
を
得
て

継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

�　

こ
れ
ま
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
で
は
、
剣
山
地
区

に
お
い
て
、
四
国
で
は
絶
滅

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
生
息
状
況
を
確
認

し
、
昨
年
度
は
親
子
グ
マ
を

奈
半
利
川
地
区
崩
壊
地
全
景

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ

る
防
護
ネ
ッ
ト
柵
の
設
置

「
馬
路
村
内
国
有
林
に
お
け
る

シ
カ
被
害
防
止
対
策
推
進
協

定
」
の
締
結

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
親
子

・・
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二�　

森
林
・
林
業
再
生
に
向
け

た
貢
献

　

我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再

生
に
向
け
て
、
国
有
林
の
組

織
、
技
術
力
、
資
源
を
活
用
し
、

民
有
林
と
連
携
し
た
施
業
の
実

施
、
森
林
・
林
業
技
術
者
等
の

育
成
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な

作
業
シ
ス
テ
ム
の
提
案
・
検
証

や
先
駆
的
な
技
術
・
手
法
の

事
業
レ
ベ
ル
で
の
試
行
、
林

産
物
の
安
定
供
給
等
を
通
じ
、

民
有
林
の
経
営
に
対
す
る
支

援
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

（
取
組
例
）

①�　

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携

し
た
森
林
整
備
の
推
進

　

�　

地
域
に
お
け
る
施
業
集
約

化
の
取
組
を
支
援
す
る
た

め
、
連
携
に
よ
る
事
業
の
効

率
化
や
低
コ
ス
ト
化
が
図
ら

ク
マ
タ
カ

五
者
に
よ
る
協
定
の
締
結
式

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

�　

ま
た
、
平
成
二
五
年
度
に

は
石
鎚
山
地
区
の
ク
マ
タ
カ

営
巣
地
を
中
心
に
、
上
流
か

ら
下
流
部
ま
で
の
連
続
的
な

森
林
を
確
保
す
る
「
渓
畔
保

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
林
」
を
設

定
す
る
な
ど
森
林
生
態
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

れ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
森

林
共
同
施
業
団
地
を
設
定

し
、
民
有
林
と
連
携
し
た
路

網
の
整
備
と
相
互
利
用
の
推

進
、
計
画
的
な
間
伐
等
の
実

施
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

�　

平
成
二
五
年
度
に
は
、
徳

島
森
林
管
理
署
が
平
成
二
〇

年
三
月
に
徳
島
県
林
業
公

社
・
徳
島
県
農
林
水
産
部
林

業
振
興
課
林
業
再
生
推
進
室

と
協
定
を
締
結
し
た
箇
所

（
那
賀
町
）
に
つ
い
て
、
新

た
に
那
賀
町
、
水
源
林
整
備

事
務
所
を
加
え
、
五
者
に
よ

る
「
六
丁
地
域
森
林
整
備

推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

�　

今
後
も
、
森
林
共
同
施
業

団
地
の
新
た
な
設
定
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
既
設
団
地

で
の
民
有
林
と
国
有
林
を
連

結
し
た
路
網
の
整
備
や
森

林
整
備
等
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

�　

ま
た
、
国
が
民
有
林
の
森

林
整
備
を
行
う
「
公
益
的
機

能
維
持
増
進
協
定
」
の
締
結

に
向
け
て
、
森
林
所
有
者
等

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

②�　

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用
し
た
人
材
育
成
の
取
組

　

�　

木
材
の
安
定
供
給
、
地
域

全
体
の
よ
り
良
い
森
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
を
指
導
等
で
き
る

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
我
が
国
で

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
こ

う
し
た
人
材
の
育
成
に
も
貢

献
す
る
た
め
、
平
成
二
三
年

度
か
ら
二
五
年
度
に
お
い
て

は
、
都
道
府
県
や
国
の
職
員

等
を
対
象
に
し
た
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

�　

今
後
に
お
い
て
も
、
当
局

の
フ
ィ
ー
ル
ド
、
人
材
等
を

活
か
し
な
が
ら
、
将
来
、
森

林
総
合
管
理
士
（
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
）
の
候
補
と
な
る
若
手

技
術
者
の
人
材
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。
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技術者育成研修

森
林
作
業
道
の
開
設

渓流荒廃地に木製残存型枠を使用し施工した谷止工

　

�　

ま
た
、
各
県
の
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
市

町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成

や
森
林
経
営
計
画
の
認
定
な

ど
、
民
有
林
施
策
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

③�　

低
コ
ス
ト
・
高
効
率
な
間

伐
の
推
進

　

�　

四
国
森
林
管
理
局
に
お
い

て
は
、
路
網
と
林
業
機
械
を

組
み
合
わ
せ
た
作
業
シ
ス
テ

ム
を
積
極
的
に
導
入
し
て
お

り
、
前
年
度
は
契
約
件
数
の

約
八
割
を
同
シ
ス
テ
ム
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

�　

本
年
度
は
、
さ
ら
に
低
コ

ス
ト
で
高
効
率
な
間
伐
の
推

進
に
向
け
て
、
次
の
五
点
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

⑴�　

路
網
と
林
業
機
械
を
組

み
合
わ
せ
た
間
伐
事
業
の

積
極
的
な
発
注
。

　

⑵�　

効
率
的
な
搬
出
作
業
に

つ
な
げ
る
た
め
の
列
状
間

伐
の
検
討
を
進
め
、
導
入

を
図
る
こ
と
。

　

⑶�　

林
業
事
業
体
等
の
創
意

と
工
夫
を
取
り
込
み
、
よ

り
良
質
か
つ
低
廉
な
間
伐

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
民

間
競
争
入
札
に
よ
る
、
三

年
間
に
わ
た
る
複
数
年
契

約
の
間
伐
の
拡
大
。

　

⑷�　

繰
り
返
し
の
使
用
に
耐

え
る
丈
夫
で
簡
易
な
森
林

作
業
道
の
設
計
・
作
設
技

術
の
向
上
、
及
び
、
急
峻

地
等
に
お
け
る
架
線
系
作

業
シ
ス
テ
ム
（
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
等
）
の
導
入
等
に

つ
い
て
の
現
地
検
討
会
の

開
催
。

　

⑸�　

こ
れ
ら
を
通
じ
た
低
コ

ス
ト
で
高
効
率
な
作
業
シ

ス
テ
ム
の
民
有
林
を
含
め

た
普
及
・
定
着
。

④�　

国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ

ス
テ
ム
販
売

　

�　

大
型
製
材
工
場
が
高
知
県

大
豊
町
に
建
設
さ
れ
操
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
徳
島
県
小

松
島
市
に
も
新
た
な
製
材
工

場
が
建
設
中
で
す
。
ま
た
、

愛
媛
県
で
は
外
材
を
国
産
材

に
切
り
替
え
て
い
る
大
型
製

材
工
場
も
出
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を

行
う
プ
ラ
ン
ト
が
高
知
県
内

二
箇
所
に
建
設
中
で
す
。

　

�　

こ
う
し
た
新
た
な
動
き
に

対
し
、
国
有
林
材
の
安
定

供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
を
通
じ

て
、
特
に
初
期
段
階
の
供
給

を
政
策
的
に
支
え
、
間
伐
材

を
製
材
品
だ
け
で
な
く
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ(

直
交
集
成
板
）
を
含

む
集
成
材
や
合
板
、
紙
の
原

料
と
し
て
、
さ
ら
に
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
等
と
し
て
無
駄
な

く
利
用
す
る
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

⑤�　

治
山
事
業
・
森
林
整
備
事

業
に
お
け
る
間
伐
材
等
木
材

利
用
の
推
進

　

�　

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
資

源
循
環
社
会
の
形
成
等
に

資
す
る
観
点
か
ら
「
新
農
林

水
産
省
木
材
利
用
推
進
計
画
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林
道
に
施
工
し
た
木
柵
工

杉
ノ
熊
山
国
有
林
に
植
樹
し
た

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

コンテナ苗

祖
谷
の
か
ず
ら
橋

（
平
成
二
二
年
度
～
平
成
二
七

年
度
）」
が
策
定
さ
れ
、
公
共

土
木
工
事
に
お
い
て
は
「
グ

リ
ー
ン
公
共
事
業
の
推
進
」

と
い
う
取
組
方
針
の
下
に
、

間
伐
材
等
木
材
利
用
の
拡
大

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

�　

四
国
森
林
管
理
局
に
お
い

て
も
、
治
山
事
業･

森
林
整

備
事
業
に
お
け
る
間
伐
材
等

木
材
利
用
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

�　

平
成
二
五
年
度
は
、
治
山

ダ
ム
工
等
の
型
枠
に
木
製
型

枠
を
使
用
す
る
な
ど
、
全
体

の
事
業
実
施
箇
所
（
一
三
七

箇
所
）
の
う
ち
約
八
割
の
箇

所
に
お
い
て
間
伐
材
等
木
材

利
用
を
実
施
し
て
お
り
、
平

成
二
六
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
木
材
利
用
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

⑥�　

コ
ン
テ
ナ
苗
の
導
入
な
ど

造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け

た
取
組

　

�　

地
球
温
暖
化
防
止
の
上

で
、
間
伐
に
加
え
、
主
伐

と
そ
の
後
の
再
造
林
を
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
四
国
森
林

管
理
局
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗

や
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
導
入

等
、
民
有
林
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
効
率
的
、
低
コ
ス
ト

な
事
業
実
施
及
び
技
術
開

発
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

�　

コ
ン
テ
ナ
苗
に
つ
い
て
は

平
成
二
三
年
度
に
試
験
的
に

八
〇
〇
本
植
栽
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
平
成
二
五
年
度
末

に
約
五
千
本
を
植
栽
し
ま
し

た
。
ま
た
、
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
を
全
局
に
先
立
ち
、
初

め
て
一
九
〇
〇
本
植
栽
し
ま

し
た
。

　

�　

平
成
二
六
年
度
は
管
内
国

有
林
で
約
九
七
ha
（
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
約
二
九
万
本
）
の
植

栽
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の

中
で
、
コ
ン
テ
ナ
苗
や
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
供
給
可
能

な
量
を
見
極
め
つ
つ
、
こ
れ

ら
を
積
極
的
に
植
栽
し
て
い

く
と
と
も
に
、
現
地
検
討
会

の
開
催
等
に
よ
り
普
及
に
努

め
ま
す
。

育
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
森
林
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
取
組
例
）

①�　

木
の
文
化
を
支
え
る
林
産

物
の
安
定
供
給

　

�　

「
木
の
文
化
」
の
象
徴
で

も
あ
る
伝
統
的
木
造
建
造
物

を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・

継
承
し
て
い
く
た
め
、
必
要

な
資
材
を
安
定
的
に
供
給
し

三�　

国
民
の
森
林
と
し
て
の
管

理
経
営
、
地
域
振
興
へ
の
寄

与

　

国
有
林
を
活
用
し
た
ふ
れ
あ

い
の
場
の
提
供
、
森
林
環
境
教


